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は じ め に

小 児特発性 ネ フ ロ ーゼ症候群 の 治 療 に 関 し て は ，

国 際小児腎臓病 共 同 研究班 ( ISKDC ） か ら 報告 さ れ

た ス テ ロ イ ド 療法が一般的 に 広 く 施行 き れ て い る 。

そ の大 多数は， ス テ ロ イ ド 剤 に 対 し て 反応性が良 好

で あ る が， 再発が 多 い の も 特徴 で あ り ， 中 に は頻 回

に 再発す る 症例や， ス テ ロ イ ド 依 存性 を 示 す症例 が

み ら れ， 時 に は ス テ ロ イ ド の 副作用 の た め， 他 の 免

疫抑制剤 を 使 用 す る 場合 も 少 な く な い 。 近年東洋医

学の進歩に よ り ， 小児腎疾患 に も 漢方薬の使用 が試

み ら れ， ま た ア ミ ノ ヌ ク レ オ シ ド に よ る 実験的 ネ フ

ロ ーゼ症候群 に お い て 漢方薬 を 投与 し ， 蛋 白 尿 の 減

少効果 を 検討 し た 報告 も み ら れ る 1 ） 。 今 回我々 は ，

特発性 ネ フ ロ ー ゼ症候群22例 に お い て ， 漢方薬の一

つ であ る 柴苓 湯 を 投与 し ， そ の効果 を 検討 し ， さ ら

に そ の 中 で も 長期 に わ た り ス テ ロ イ ド依存性 を 示 し

て い る 6 例 に つ い て ， 柴苓湯投与 に よ る ネ フ ロ ー セ「

症候群の再発率や ス テ ロ イ ド 剤減量効果， ス テ ロ イ

ド の 反応性 の変化に つ い て 検討 し た の で報告す る 。

対 象 と 方 法

対象症例 は ， ス テ ロ イ ド 反応性 ネ フ ロ ーゼ症候群

22例 であ る 。 男 児15例， 女 児 7 例 であ り ， 発症年齢

は， 2 歳 2 カ 月 か ら 14歳 6 カ 月 で平均 5 歳 8 カ 月 で

あ っ た 。

柴苓湯使用 前の ネ フ ロ ーゼ症候群の再発 回 数 は ，
2 固 か ら 17 回 で平均6 . 6 回 であ る 。 ネ フ ロ ーゼ症候群
発症か ら 柴苓 湯使用 ま での期 間 は ， 7 カ 月 か ら 10年

2 カ 月 で， 平均 4 年 9 カ 月 であ る 。 柴苓 湯は0 . 1 5g/ 

kg/day を 1 年 間以上投与 し て お り ， な お 原 則 と し て
ス テ ロ イ ド 剤 は ， ISKDC の 使 用 方 法 に 準 じ て ， 隔

日 漸減療法 を 施行 し て お り ， 他の免疫抑制剤 は併用

し て い な い 。

結 果

22例 に お い て 柴苓 湯使 用 前 後に お け る 1 年間 の再

発 回 数 を も と め， そ の減少効果 を 検討 し た 。 柴苓 湯

使用 前 1 年間 に 1 回 の再発は 8 例 に み ら れ， 2 回 の

再発は 7 例， 3 回 1 例， 4 回 4 例， 5 回 2 例 であ っ

た 。 こ れ に 対 し て 、 柴苓湯使用後 1 年間 では ， 再発

のみ ら れ な い の が 9 例， 1 回 の再発は 5 例， 2 回 の

再発 は 6 例， 3 回 の再発は 2 例 で あ り ， 4 回 以上の
再発は み ら れず ， 柴苓湯使 用 後 に 有意 p< 0.01 に 減

少 し て い た 。 ま た 総再発回数 も 使用 前 1 年 間 での51

回 か ら 使用 後 1 年 間 では 23 回 に 著明 に 減少 し て い た 。

柴苓湯使用 に よ り ， ス テ ロ イ ド 斉lj の 副作用 で あ る

肥満傾 向 の減少効果 を 検討す る 目 的 で， 22例 中 1 5例

に ， 一般 に 用 い ら れ て い る 肥満度算定法 を 用 い て 検

討 し た が， 肥満度 は 横 ば い傾 向 であ っ た 。 さ ら に 柴

苓湯投与に お け る 皮脂厚 に 対す る 効果 を ， 上腕部の

皮下脂肪の厚 さ を 栄研式改良 型皮下脂肪計 を 用 い て

測定 し た 。 柴苓湯使 用 前 の 測 定値がな く ， 使 用 後 の

測定値のみ であ る が， 3 カ 月 目 に 皮脂厚の増加 を 認

め た 以外， は ぽ一定の値で経過 し た 。

次 に 22例 中， 柴苓 湯使用 前 3 年 間 でス テ ロ イ ド 剤

離脱不能例， も し く は 離脱後早期 に 再発す る ， ス テ

ロ イ ド依存性 を 示す 6 症例 に つ い て検討 し た 。 男 児

4 例， 女児 2 例 であ り ， 発症年齢 は 5 例が 2 か ら 3

歳 で あ り ， 1 例 は 12 歳 2 カ 月 であ る 。 ネ フ ロ ーゼ症

候群発症か ら 柴苓 湯使用 ま での期 間 は ， 3 年 3 カ 月

か ら 10年 であ る 。 柴苓湯使用 前 3 年 聞 の ス テ ロ イ ド

反応性は， 4 例 が離脱不能 で、あ り ， 他の 2 例 は ス テ

ロ イ ド 離脱後 い ず れ も 1 カ 月 及 び 2 カ 月 の 短期 間 の

う ち に 再発 を 起 こ し て い る 。

6 症例の柴苓湯使用 前後 1 年 間 及 び 3 年 間 に お け

る 再発 回数 を 検討す る と ， 前後 1 年 間 では ， 6 例 中

5 例 で柴苓湯使用 後 1 年 間 で再発 は み ら れず ， 有意
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に 減少 し て お り ， 総再発 回数 も 使用 前1 3 回 か ら 使用

後 1 回 に 減少 し て い た （ 表 1 ） 。 柴苓湯使用 前後 3 年

間 では ， 統計上， 有意差 は み ら れ な か っ た が， 減少

傾 向 に あ り ， ま た 総再発 回数 は ， 使 用 前 3 年間 で27

回 で あ り ， 使 用 後 3 年 間 で は 7 回 と 減少 し て い た 。

柴苓湯使用 前後 1 年間 及 び 3 年 間 での ス テ ロ イ ド

剤 の総投与量 を 検討す る と ， 使 用 前後 1 年 間 では ，

有意差 は み ら れず， 6 例 中 4 例 では ， む し ろ 柴苓湯

表 1 柴苓湯使 用 前後 に お け る 再発 回数

1 年間＊ 3 年間 村

前 → 後 前 → 後

症例 1 3 。 4 1 

症例 2 2 。 4 2 
症例 3 1 1 3 2 
症例 4 1 。 2 1 
症例 5 5 。 1 1  。
症例 6 1 。 3 1 

*p< 0 . 05 . .  p< O . l 

表 2 柴苓 湯使用 前後に お け る ス テ ロ イ ド、 投与量（mg )

進， 岡 田 敏夫

1 年 間 3 年 開場

前 一一歩 後 円IJ ー－，）・ 後

症例 1 4060 3482 10080 6632 
症例 2 2695 2975 10325 9835 
症例 3 3080 4148 9940 8593 
症例 4 2205 5250 14578 1 2005 
症例 5 10610 4060 1 8800 7770 
症例 6 1995 3771 1 1 340 8329 

表 3 柴苓湯使 用 後の ス テ ロ イ ド 反応性

取p< O . l

柴苓湯使 用 後 ス テ ロ イ ド の 反応性
経過観察期 間

症例 1 6 年 離脱後 2 カ 月 で再発
現在離脱後10 カ 月 経過 中

症例 2 6 年 現在離脱後 3 カ 月 経過 中

症例 3 5 年10 カ 月 離脱後 6 カ 月 で再発
離脱後1 2 カ 月 で再発

症例 4 5 年10 カ 月 離脱不能

症例 5 5 年 5 カ 月 離脱不能
症例 6 5 年 4 カ 月 離脱不能
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使用 後 に 増加 し て い た 。 し か し 前後 3 年間 で同様に

検討 し て み る と ， 統計上有意差 は み ら れ な い が， 柴

苓湯使用 後 3 年 間 で， ス テ ロ イ ド 斉lj の投与量は 減 少

傾 向 に あ っ た （ 表 2 ） 。

柴苓湯使用後現在 ま での経過 に お い て ， ス テ ロ イ

ド 剤 の 反応性 を 検討 し て み た 。 柴苓湯使用 後の経過

観察期 間 は ， 5 年 4 カ 月 か ら 6 年 間 であ る 。 症例 1

か ら 3 は 経過 中 に ， ス テ ロ イ ド 離脱 し て い る が， い

ず れ も 1 年 間 以 内 に 再発がみ ら れ， 他の 3 例 に お い

て も ， 経過 中 ス テ ロ イ ド 離脱 は 困 難 であ り ， ス テ ロ

イ ド 剤 に 対す る 反応性 は 柴苓 湯投与前後に お い て ほ

と ん ど変化は み ら れな か っ た （ 表 3 ） 。

考 察

小 児特発性 ネ フ ロ ーゼ症候群 に 対す る 治療 の 第一

選択剤 は ス テ ロ イ ド 剤 であ る こ と は 周知 の事実 であ

る 。 ま た 小児に お い て は そ の 大 多数が， ス テ ロ イ ド

剤 に 対 し て 反 応性が良 好 で、あ る が， 約% の症例 に 再

発がみ ら れ， な か に は 頻 回 に再発す る 症例や

ス テ ロ イ ド 剤 の 重 篤 な 副作用 の た め に ， 他の

免疫抑制剤 が使用 さ れ る 場合 も 少 な く な い。

近年， 小児特発性 ネ フ ロ ーゼ症候群に 漢方

薬の一つ であ る 柴苓湯の使用報告がな さ れ，

そ の有効性が検討 き れて き て い る 2-5） 。 柴苓

湯の使用 期 間 に 関 し て は ， 現在の と こ ろ 長期

間 の 成績の報告は 少 な し ほ と ん どが 1 年 間

であ る 。 我々 は ス テ ロ イ ド 剤 に 柴苓 湯 を 併用

し ， そ の 前後 1 年間 に お い て ， ま た ス テ ロ イ

ド依存性 を 示す症例に お い て 前後 3 年間 に お

い て 検討 し た 。 そ の結果， ネ フ ロ ー ゼ症候群

の再発回数に 関 し て は， 柴苓湯使 用 後著 明 に

減少 し て い た 。 し か し 柴苓 湯単独使用 例 は 1

例 も な く ， ネ フ ロ ーゼ症候群の 自 然経過 で あ

る 可能性 も 否 定 で き な い 。 ま た ス テ ロ イ ド 剤

の総投与 量 を 比較す る と ， 柴苓湯使用 前後 1

年 間 では む し ろ 使 用 後 に 増加 し て い る 症例が

多 く ， 前 後 3 年間 に な る と ， ス テ ロ イ ド 剤 の

総投与量の減少傾向がみ ら れ た 。 柴苓湯使用

前後 1 年 間 での ス テ ロ イ ド 剤 の投与量が， 使

用 後 に 増加 し て い る 原 因 と し て は ， 我 々 の ス

テ ロ イ ド 剤 の使用 方法が， 再発後に は さ ら に
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ゆ っ く り 減量 し て い る た め と 考 え ら れ る が， 前後 3

年 間 では ， 柴苓 湯使用後の再発回数の減少に と も な

っ て ， ス テ ロ イ ド の投与量 も 減少傾 向 に あ る も の と

考 え ら れ る 。

小 児期 ネ フ ロ ーゼ症候群 に お い て ， 我々 は 頻 回 再

発例 に 関 し て は ， ス テ ロ イ ド 斉lj の投与方法 を 考慮 す

る こ と で， 頻 回再発状態か ら 離脱可能で、あ る こ と を

報告 し て い る 6 ） 。 し か し ス テ ロ イ ド依存例 に 関 し て

ス テ ロ イ ド 剤 か ら の 離脱は現在の と こ ろ 困難 で‘あ る 。

今 回 柴苓湯使用 に よ る ス テ ロ イ ド 反応性の変化が期

待 さ れ た が， 柴苓湯使用 前に ス テ ロ イ ド依存性 ネ フ

ロ ーゼ症候群 を 示 す 6 症例 では ， 柴苓湯使 用 後約 6

年 聞 の 経過観察期 間 では ， ス テ ロ イ ド に 対す る 反応

性 に は 変化 は み ら れず， ス テ ロ イ ド依存性が持続 し

て お り ， 今後柴苓湯の使用 に あ た り ， 問題点が残 さ

れ る と 考 え ら れ る 。

結 語

小 児期 ネ フ ロ ーゼ症候群22例 に お い て ス テ ロ イ ド

剤 に 柴苓 湯 を 併用 し ， 再発率， ス テ ロ イ ド 剤 の 副 作

用 の軽減効果 に つ い て 検討 し た 。 22例 に お け る 柴苓

湯使用 前後 1 年 間 の再発率 は ， 使 用 前 に 比 し ， 使用

後有意 に 減少 し ， ま た ス テ ロ イ ド 剤使用 に よ る 肥満

症， 皮脂厚 に つ い て も 柴苓湯使用 に よ り 抑制 き れ る

傾 向 に あ っ た 。 22例 中 柴苓 湯使用 前 3 年間以上 ス テ

ロ イ ド依存性 を 持続 し て い る 6 症例 に つ い て ， 同様

に 検討 し て み る と ， 柴苓湯使用 前 後 1 年 間 では再発

は 有意 に ， ま た 3 年間 で も 減少傾 向 がみ ら れた 。 6

例 の柴苓湯使用前後 1 年間， 及 び 3 年 聞 の ス テ ロ イ
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ド 剤 の総投与量 を 比較す る と ， 前後 1 年 間 では ， 6 

例 中 4 例 でむ し ろ 柴苓湯使用 後 に 増加 し て い た が，

前後 3 年 間 では ， 統計上有意差は み ら れ な い も の の，

柴苓 湯使用後 3 年 間 では ス テ ロ イ ド 剤 の減少傾 向 が

み ら れ た 。 し か し こ の 6 症例 に お い て ， 柴苓湯使用

後約 6 年 聞 の 経過観察期 間 では ， 柴苓湯使用 前後に

お い て ス テ ロ イ ド 剤 に 対す る 反応性は， 変化がみ ら

れず， ス テ ロ イ ド依存性 の ネ フ ロ ーゼ症候群 に 柴苓

湯 を 使用 す る に あ た り 注意 を 要す る 点 と 思 わ れ た 。
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